










 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小
浜
小
中
学
校
で
は
、
小
中
九
年
間
を
見
通
し
、

「
循
環
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
系
統
的
な
海
洋
教
育
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

「
海
洋
教
育
」
と
言
っ
て
も
海
と
直
結
す
る
学
習

の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
本
校
で
は
、
海
を
取
り
巻

く
自
然
環
境
や
、
海
の
恩
恵
を
受
け
て
成
り
立
つ
陸

で
の
産
業
や
人
び
と
の
生
活
、
文
化
や
祭
祀･･･

島
内

の
営
み
全
て
が
島
を
囲
む
海
と
深
く
結
び
付
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
る
学
び
を
大
切
に
し
て
い
る
。 

 

全
校
で
取
り
組
む
行
事
と
し
て
、
四
月
頃
の
「
も

ず
く
採
り
」
三
月
頃
の
「
ア
ー
サ
採
り
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
体
験
＆
ダ
イ
ビ
ン
グ
体
験
」

が
あ
る
。
海
に
実
際
に
触
れ
、
豊
か
な
恵
み
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
暮
ら
す
生
き
物
を
目
に
し
、

自
然
の
美
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
体
験
活
動
で
あ
る
。 

 

令
和
四
年
度
の
成
果
と
し
て
大
き
く
あ
げ
ら
れ
る

の
は
、
校
内
で
の
稲
作
学
習
が
実
現
し
た
こ
と
で
あ

る
。
令
和
三
年
度
か
ら
、
校
内
の
池
を
活
用
し
て
田

ん
ぼ
を
整
備
し
、
稲
作
学
習
の
準
備
を
し
て
き
た
。

そ
し
て
令
和
三
年
度
末
に
は
初
め
て
の
田
植
え
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
令
和
四
年
度
は
各
教
科
や
総
合

学
習
等
で
全
児
童
生
徒
が
稲
作
に
関
わ
り
な
が
ら
、

生
長
を
見
守
り
観
察
し
、
稲
刈
り
、
脱
穀
、
精
米
を

行
い
、
十
斗
の
お
米
を
収
穫
し
た
。
十
月
に
は
校
内

で
取
れ
た
お
米
が
給
食
に
登
場
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
口
に
し
て
い
る
お
米

が
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
と
手
間
を
か
け
て
食
卓
に
登

場
す
る
の
か
を
知
り
、
改
め
て
自
然
へ
の
感
謝
の
心

を
高
め
な
が
ら
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
た
。 

 

こ
れ
も
一
見
「
海
」
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
に
く

い
が
、
海
の
お
か
げ
で
陸
地
に
豊
富
な
水
が
も
た
ら

さ
れ
、
地
下
水
と
し
て
蓄
え
ら
れ
、
さ
ら
に
水
田
は

天
然
の
貯
水
庫
と
な
り
、
様
々
な
生
き
物
の
生
息
を

保
つ
生
物
多
様
性
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
水
田
か
ら
流
れ
出
る
栄
養
を
含
ん
だ
水
は

や
が
て
海
へ
と
流
れ
込
み
、
サ
ン
ゴ
を
は
じ
め
様
々

な
海
の
幸
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
水
の

循
環
を
通
し
て
海
洋
教
育
と
つ
な
げ
な
が
ら
、
稲
作

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
二
期
目
の
田
植
え
を

終
え
、
小
さ
な
稲
が
毎
日
生
長
し
て
い
る
。
今
年
度

も
稲
作
学
習
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

 

 

今
年
度
の
計
画
と
し
て
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
行

事
は
も
ち
ろ
ん
、「
校
内
海
洋
教
育
サ
ミ
ッ
ト
」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
発
展
・
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

本
校
で
は
、
令
和
三
年
度
よ
り
、
児
童
生
徒
が
学
ん

だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
発
信
す
る
場
と
し
て
「
校

内
海
洋
教
育
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い
る
。
各
学

年
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
た
だ
知
識
や
体
験
で
終
え
る

の
で
は
な
く
、
よ
り
自
分
事
と
し
て
考
え
、
捉
え
、

未
来
の
海
や
自
然
を
創
る
一
人
と
し
て
行
動
し
て
い

く
た
め
に
、
よ
り
良
い
校
内
海
洋
教
育
サ
ミ
ッ
ト
の

あ
り
方
を
模
索
し
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
。 

本
校
の
取
り
組
み 

校
内
で
の
稲
作
学
習 

今
年
度
の
展
望 

シュノーケル体験 アーサ採り体験 

昨年度の「校内海洋教育サミット」 稲作学習「田植え」 

⇒

稲
作
学
習
「
田
踏
み
」 

⇒

稲
作
学
習
「
脱
穀
」 



 

『竹富町子育て支援アドバイザー』 
による相談受付がはじまりました！ 

 

◆アドバイザーの紹介 

津嘉山
つ か や ま

 航
わたる

（昭和４８年 7月１７日生 ４９歳） 
 

 

 

 

 

 

■所有資格 
社会福祉士、精神保健福祉士、上級思春期相談士、 

中高保健体育教諭免許、特別支援学校教諭免許 
 

△経歴（竹富町出身） 
竹富町立上原小学校 → 竹富町立船浦中学校 → 八重山高校普通科卒業 

→ 東京、埼玉で働いて Uターンしてきました 
 

△職歴 
平成 26 年 4 月～令和 3 年 3 月 スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー 

株式会社ゆにばいしがき 代表取締役（現職） 

一般社団法人 UNIVA 代表理事（現職） 
 

△その他 
NPO 法人 LovePeerPrice やいま 理事：思春期の子供たちを応援する団体 

NPO 法人結の会 理事：心の障がいのある方の支援団体 

沖縄県中小企業家同友会 副代表理事：1200 社を超える中小企業団体の三役 
 
 
 
 
 

アドバイザーへのご相談、面談等の調整は 
右の QR コードから → 

 
 
 
 
この広報に関するお問い合わせ： 
福祉支援課子育て・障害福祉係（📞８３－７４１５）・教育委員会教育課（📞８７－６２５６） 

離婚した前妻との間に２１歳大学生の娘、１９歳大学生の息
子がいます。 
 
再婚した妻との間に、高校３年生男児、小学６年生女児、小
学３年生女児、小学２年生男児がいます。 
子育て真っ最中の父親でもあります。 
竹富町の子育て支援アドバイザーとして、お話をうかがいし
一緒に悩みを共有します。お気軽にどうぞ！ 











日にち 時間（予定）

6/20
(火)

9:30～16:00

6/21
（水）

9:30～16:00

6/22
（木）

9:30～16:00

6/27
（火）

9:30～16:00

6/28
（水）

9:30～16:00

※終了時間は変更することがあります

リモート
（ZOOM）対応

救命救急法
※6/25（日）

午前中
東部複合型施設

　開講式

・保育の心
・心の発達と保育者のかかわり
・障害のある子の預かりについて
・身体の発育と病気
・小児看護の基礎知識
・事故による子どもの障害
・救命救急法（心肺蘇生法）
・リスクマネジメント
・子どもの生活へのケアーと援助
・子どもの栄養と食生活
・子育て支援サービスを提供するために
・児童虐体と社会的養護

　　閉講式

・ 受講代2,000円（テキスト代のみ）

講座内容 場所

保育サポーターになって地域の子育て支援の活動を始めませんか？

本講座の全過程を修了すると保育サポーター（有償ボランティア）

としてご自宅などで会員のお子さんをお預かりできます。

＊全日程を受講出来る、竹富町在住の方

＊健康で積極的に活動できる方。

＊ファミリーサポートセンターの保育サポーターとして

年間15時間以上の活動ができる方。

応募資格

募集人数15名 応募締切6月9日金曜日まで

応募者多数の場合は定員になり次第受付を終了する場合もあります。

受講希望、質問などお気軽に下記までご連絡下さい！

申し込み・問い合わせ先

竹富町ファミリーサポートセンター(月曜～金曜 8：30～17：30）

電話番号 ０９８０－８７－6325

竹富町ファミリーサポートセンター

令和 5 年度 保育ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講







マリンレジャーを安全に楽しむためには、事前に海の気象情報・
安全情報を収集し、もしもに備えて自己救命策確保３つの基本を
守りましょう！

船舶事故 を目指して0
ゼ ロ

船舶事故防止に向けた つの取組3

出 港 前 の 点 検取組
1

天 候 の 確 認取組
2

⾒ 張 り の 徹 底取組
3

一人ひとりの取組と心がけが、

船舶事故を減らし、海の安全を守ります！
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